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匝業務上の傷病により 6か月を超えて療養中の者に係る事例

（業務による心理的負荷評価表の項目 1)

〇事案のポイント

・請求人は、仕事中のケガによる療養中に、体が思うように動かないことや社会復帰ヘ

の不安から精神障害を発病した。

〇出来事評価のポイント

・業務上の傷病により長期間療養中の者について、その傷病の起点が発病の6か月より

前であっても、その出来事（出来事後の状況すなわちその傷病によって生じた強い苦

痛や社会復帰が困難な状況）が継続している場合にあっては、発病前おおむね6か月

の間における状況や対応について、心理的負荷を評価する。

•この場合、発病前おおむね 6か月の間において、当該苦痛等が存在していれば、症状

の急変等が生じていることは必要な条件ではない（症状が急変し極度の苦痛を伴った

場合には、「特別な出来事」で評価する。） C

〇医学意見の収集のポイント

•明確に「強」に該当し、業務以外の心理的負荷及び個体側要因もない場合は、主治医

意見で決定する。

（業務による心理的負荷評価表（抜粋））

出来事 具体的
平均的な心電

心遭的負情の強度を「尋」「中」r強Jと判断する具体例的負●の強度 心珊的負膏の総合評li(J)桟贔
の麺型 出烹●

覇 中 憧I n m 

（「葦Jである綱】
・鋼鸞やケガの内専及び糧度［誉嘱

・量期闇の入醗を驀する婁Ill上の綱気やケガをした
や日賞生濤への重陣の状況を含む）

【「中』になる例l ・大きな畿遍鵬冨を11すような’”“”"’隼・に譲遍する．嶋
・短閉Illの入験を賣する婁務上の禽 環鵬への復爆がで曹なくなる．外形的1こ＂らかで日拿生透 1こも

I悶：
•11により •その●絨する状況（警鴫や支胃の 【『II』Iゴよる鋼l

鸞やケガをした 支戴を賽すなピの）粛務上の蠣気やケガをした重度の胄
女 ●置綱体ず麟るす状る況ことへ死の吠そ漬傭、、闘事復故の奪1111左寓

・体隻を賽さない又It戴日糧震の体
・婁樟上の貴覺やケガをし．ー●1こ ・露務.tの鯛鸞やケガで11●中の書1こついて」＂置●貴 ［こよ

覧やケガを 戴を賽するものであって、復遺霞喜を
櫨遍＂響を残すも｀躙職への復爆 I: ,}社会鑽IIが111籍な状況にあった．冗の迅帽や襖い1111が生じの体験

した 檜・失llの状況囀の嚢状の縫遍を會 残さない婁霧上の鯛覺やケガをした
支鵬がないようなものであった た

む）

・畿遺”書＂糧置、社會櫨 11の園鱒
(a)生死にかかわる事の婁務.!:の震覺やケガは、檜別な出肇

性事
事とLて評量



様式1

整理番号 1

゜
00 局 00 署I

給 復命年月日
署 副 課 付 係

署 調 係 令和

゜
年 0 月 0 日

長 長 長 査 長
官

署長判決・指示事項
| 調査官職氏名 労慟基準監督官 00  00  

1.調査官意見のとおり決定する。 （令和 年 月 日）

2.下記事由により再調査を要する。
受付年月日 令和

゜
年 0 月 0 日

-----------------------------------------------------------------------------
旦療養国休業 口 遺族

請求種別 口葬祭□障害
その他 （ ） 

I 名 称 丸ノ内造園（荀 代表者名 00  00  

〒000-0000 Tu. 

事
所 在 地

00都00区
業
場 労働保険番号 99. 9.99. 999999-999 

業 種 土木丁事業 事業場の労働者数 8 名
(B＊楼準産業分類）

ふりがな ろうほたろう

巳 女）
生年月 日

昭和39年6月1日

被
氏 名 労保 太郎 (00歳）

災 T000-0000 Tu. 
労 住 所
働 00県00市
者
職 種 造園師

職 位 一般職
（日本楳準職業分類） 雇入年月日 平成23年4月1日

ふりがな ろうほたろう
請求人 労保 太郎 （続柄本人）

疾患名及び発病時期
F32 うつ病エピソード （令和5年3月上旬頃発病：発病時59歳）

（決定時）

現在の状況 耳・死亡（死亡年月日： 年 月 日 死亡時年齢 歳）

令和4年6月に発生した脚立からの転落災害により脊髄損傷を負い、請求人は現在も療養中である

請求人の申述
が、受傷後は身体が思うように動かなくなったことに加え、令和4年12月頃には、主治医から「仕事
を再開するまでにはかなりの時間がかかる」と言われ、自分が仕事に戻れなかったら妻や子どもたち
はこれからどうやって生活していくのかと不安が募り、日々思い悩む中で、精神障害を発症した。

総合判断
〔調査官の意見〕
木件は、 I業務上1 業務外 と考える。 （□主治医 □専門医 □部会 意見による判断）ヽ -----------------------------------------------------------------------------------------------------...-...------------
（理由）
請求人は、令和5年 3月上旬頃に適応障害を発病したものと認められる。
請求人は、令和4年 6月14日の転落災害により脊髄損傷を負い、以後現在も療養しているものであ
るが、療養期間中においては、脊髄損傷による苦痛に加え、主治医の発言等から社会復帰が困難な状
況にある現実に直面し、家族の今後の生活等を考えては落ち込むという日々を繰り返しており、この
苦痛等に係る心理的負荷の総合評価は「強」と判断される。
業務以外の心理的負荷は認められず、また、顕著な個体側要因も確認されていないことから、本件
は業務上と判断する。

精神障害の業務起因性判断のための調査復命書
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1 総合判断

(1)発病の有無等

精神障害発病の：無［巨］・算 ＿ 1発病時期I令和5 年 3 月上旬頃
疾患名
(ICD-10診断ガイドIF32 うつ病エピソード
ラインによる）

(2)業務による心理的負荷

心理的負荷が極度のもの・極度の長時間労働

特別な出来事
l(J)評価

具体的出来事

（出来事：業務により重度の病気やケガをした） 平均（ I •. II ・日 ） 

出来事が起きた時期：令和4年6月14日（発病前おおむね6か月の状況を評価）
具体的な内容及び評価・
請求人は、脚立からの転落災害により脊髄損傷を負い、以後現在も療養してい
るものであるが、当該負傷は両下肢に不全麻痺を残すものであること、療養期間
中においては、脊髄損傷による苦痛に加え、主治医の発言等から当該傷病により
社会復帰が困難な状況にある現実に直面し、家族の今後の生活等を考えては落ち l弱
込むという日々を繰り返すなど、強い心理的負荷が生じていたものと考えられる
ため、心理的負荷の総合評価は「強」と判断する。

心理的負荷の
総合評価の強度

中日］

（出来事：

（関連する出来事：

出来事が起きた時期：

業務による出来1具体的な内容及び評価：

事及び出来事後
の状況の評価

） 平均（ I • II • ID ) 

） 平均（ I • II・ ill ) 

弱中強

（出来事：

（関連する出来事：

出来事が起きた時期：
具体的な内容及び評価：

） 平均( I • II ・田 ） 

） 平均( I • II ・皿 ） 

翁中強
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関連しない複数
の出来事の評価
（理 由 ） 

発病前1か月 発病前2か月 発病前3か月 発病前4か月 発病前5か月 発病前6か月

時間外労働
時間分 時間分 時間分 時間分 時間分 時間分

時 間 数

起算日 年 月 日 ビl 集計表作成なし
口該当なし

□労働時間を加味せず「中」の出来事の後に1か月おおむね100時間の時間外労働
恒常的長時間 ロ労働時間を加味せず「中」の出来事の前に1か月おおむね100時間の時間外労働があり、
労働の評価 出来事後すぐに発病又は事後対応に多大な労力を費やした後発病

□労働時間を加味せず「弱」の出来事前後にそれぞれ1か月おおむね100時間の時間外労働

業務による

国心理的負荷の 弱 中
強度の評価

(3)業務以外の心理的負荷及び個体側要因

出来事 の有無
口確認できなかった

口確認できた出来事は下記のとおりである

具 体的出来事

業務以外の
出来事の内容

I n m 

/'‘・＼ ・’ 

個 体側要因 口確認できなかった

の 有 無 回確認できた事項は下記のとおりである

個体側要因
の 内 容 請求人は、平成28年に不眠等により公立数理病院を受診している。請求人の申述によると、当時
（精神障害の既往 の同僚と金銭トラプルになったことが原因で不眠等の症状が生じたため、数回受診したとのことで
歴、アルコール等 ある。その後の精神科受診歴はない。
依存状況等）

業務以外の出来
口顕著な業務以外の心理的負荷又は個体側要因があり、かつ、これにより発病したと認められる

事及び個体側要
因の評価

※（2)の評価が「強」であって、 (3)により業務起因性が否定される場合のみチェック
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2- 1 出現した心身の症状等に閉する事項

医療機閑名 受診期間 病名
1 当該疾病に

初診 （ メンタルクリニックさつま〕 ［ R5年 3月～ 年 月〕 （ 適応障害 〕関する精神
科等の医療 （ ］ ［ 年 月～ 年 月〕 〔 〕
機関の受診

（ 〕 〔 年 月～ 年 月〕 〔 〕状況
（ 〕 〔 年 月～ 年 月〕 〔 〕

年・月 請求人の申述 資料No. 調査結果 資斜No.

R5年 令和5年3月上旬頃から体調がおかしく

゜
令和5年2月下旬～3夜月上眠旬れ頃だったと忠い

゜3月 なりました。 ますが、この頃から夫は ない様子でし
症状としては、 た。食事量も以前と比べてかなり減っていまし
・不眠、食欲不振が現れ、便や尿も出にく た。着替えの際には、ボタンを掛け間違うこと
くなりました。睡眠導入剤を飲んでも眠れ 多々ありましたので、なるべく私が着せるよう
ない日がありました。 にしていました。
・テレビや新聞を見る気にもなれず、何か また、この頃には常に苛立ったり、不安そう
の行動をすること自体が億劫になりまし な様子を浮かべたりと、感情の波が激しくなっ
た。 ていたようにも思います。普段の会話では、
・服のボタンを掛け違い、服装の乱れを指 「俺はもう何もできない」、 「死にたい」と
摘されることもありました。 いったことも口にするようになりました。 （請
・先生（医師）からの質問に答えられない 求人妻労保啓子聴取書）
日がありました。
（請求人聴取書） 時期は覚えていませんが、病院を退院した

゜| 

後、自宅にお見舞いに行った際の労保さんの様
子として、活気がない、目が虚ろ、痩せて細く
なったといった印象を受けました。 （使用者報
告書）

I 

5
 



3 業務による心理的負荷の有無及びその内容

出来事： 業務により重度の病気やケガをした

請求人の申述

令＿和4年6月14日の脚立かもの転落爽害に
より脊髄損傷を負うことになり、以後、現在
に至るまで療養を行っていますが、日々の生
活では常に痛みを感じ、時に激しい痛みを伴
うこともありました。また、思うように身体
が動かないことも辛かったです。 （請求人 1 
聴取書）

,R4年 令和4年10月10日に手術を行い、同年11月
10月～ 10日まで入院しました。

退院後、今度はリハビリのために労基病院
へ入院することとなり、令和4年11月17日か
ら令和5年2月20日まで入院する：：：とになり
ました。
リハビリ期間中の令和4年12月頃だったと

1思いますが、主治医の先生からは、 「仕事の
再開見込みは不明であり、現職への復帰は見
込めないかもしれない。日常生活でも思うよ
うに体を動かすことができない事もある。」
と言われ、自分はもう再起不能なのかなと思
い、かなり落ち込んでしまいました。 （請求
人聴取書）

伍 資：斗No.t脊髄損傷を負っ門竺：夫は国帝麟l

身体の痛みを感じているようで、常に辛そ
うでした。 （請求人妻 労保啓子聴取
書）

資料No.

゜

R5年 年を越した辺りから、自分が仕事に戻れな
1月～かったら妻や子どもはこれからどうやって生
活していくのかと不安が募るようになり、
日々思い悩む時間が多くなっていきました。
E増しに辛さが増していくような感覚があり
ました。 （請求人聴取書）

o I 労保さんには両下肢に不全麻痺が残って
おり、階段の昇降は困難で独歩では相当転
倒しやすい状況です。
入院中、労保さんには仕事が再開できる
ようになる時期は不明であり現職への復帰
は見込めないであろうこと、今後も、日常
生活においても体を動かすことが困難な場
面もあるということを伝えました。日常的

:1な痛みに加え、仕事に復帰できる見込みが
ない事実を受け止めたのか、非常に憔悴し
た様子でした。なお、回復の見込みについ
ては、労保さんから詳しく教えて欲しいと
依頼があったものです。 （労基病院平戸
医師電話録取書）

主治医の先生からのお話の時は私も立ち
会っていました。仕事に復帰できる見込み
がないとのことで、夫はショックを受けて
いたようでした。夫は私たち家族の生活の
ことを常に気にしていて、療養中も早く仕
事に復帰しなければと言っていました。家
族の生活への責任を感じている中で、今後
の見通しが立たないことは相当辛かったと
思います。 （請求人妻労保啓子聴取
書）

o I 怪我による痛みは相変わらずのようでし
た。この頃から落ち込んでいる様子の日が
11多くなり、私が話しかけてもすぐに応答が
返ってこないことがありましたので、今日
も悩んでいるのかなと思っていました。
（請求人妻労保啓子聴取書）

゜

゜

。

認定事実

請求人は、令和4年6月14日の脚立からの転落災害により脊髄損傷を負い、以後、現在も療養しているもので
あるが、当該負傷は両下肢に不全麻痺を残すものであり、療養期間中においては、脊髄損傷による苦痛に加え、
主治医の発言等から社会復帰が困難な状況にある現実に直面し、家族の今後の生活等を考えては落ち込むという
日々を繰り返していたと判断される。
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4-1 業務以外の心理的負荷の有無及びその内容

出来事： なし

年・月 請求人の申述 資料No. 調査結果 資料No.

認定事実

4-2 個体側要因の有無及びその内容

個体側要因 (7「・ 無 ） 

上記が有の場合その内容

請求人は、平成28年に不眠等により公立数理病院を受診している。請求人の申述によると、当時の同僚と金銭ト
ラブルになったことが原因で不眠等の症状が生じたため、数回受診したとのことである。その後の精神科受診歴は
ない。
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5-1 主治医・産業医等の意見

（概要） 資料No

主治医の意見書 （メンタルクリニックさつま 大沢一郎医師の意見書） Cト
1 当院への初診日について

OO無〕 令和5年3月18日
2 当院に受診したきっかけ（来院経路等）及び初診時の主訴について
抑うつ気分、不安感
3 初診時における症状について
抑うつ気分、食欲減退、不安感
4 疾患名及びそのように診断した根拠について
適応障害と診断。診断根拠は診断ガイドラインによる | 

5 発病時期及びそのように診断した根拠について
令和5年3月上旬
6 発病原因及びそのように診断した根拠について
発病原因は労働災害とその後の長期入院が関係していると考える
7 治療経過、投薬状況などの治療内容、現在の病状について
また、悪化している場合、その時期や診断根拠

| 
月1~2回パキシル錠20瞑／日内服
悪化なし
8 責院において治療中に、回復・寛解状態にあった時期、又は、症状が改善し安定し
た状態が一定期間継続していた時期があれば、その時期やそのように判断（診断）
される根拠について
回復・寛解なし， 精神障害の既往歴の有無、有りの場合はその内容について
本人の申立てによれば精神障害の既往歴は認められない
10 当署職員が聴取を行うに当たっての制限又は留意事項
聴取は可能であるが疲労しやすいため短時間が望ましい
11 精神障害が業務が原因で発病したか判断する上で参考となる事項
長期間の入院を要する業務上のケガにより、将来への恐怖や強い苦痛が生じたこと
が本傷病を発症するに至ったと考えられる。

（公立数理病院鈴木医師の意見書）
2016年4月18日から同年11月7日にかけて3回、当院精神科を受診して不安・不眠・
緊張等を主症状とした状態での加療歴がある。睡眠導入剤を処方内服していただき症状
は軽快したものと思われる。その後の受診歴はない。

診療記録等の収集厄［］無〕

（概要）
； 

産業医・専門医
（請求人提出）等
の意見書

国 無〕

| 
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6 就業条件等一般的事項

学歴 最終学歴〔中学校ぐ雹要竺毯＞大学・大学院•その他（ ) H5 年 3月 卒業〕 資料No

職歴 事業場名 謙種

一
直逝のもの］ ( 丸ノ内造園闇 〕 I H5年 5月 15日～ 年 月 日ll 造固師 J 

゜
から記載
すること， t 〕 t 年 月 日～ 年 月 日〕 ［ .l 

i ） ［ 年 月 日～ 年 月 日〕 I J 

現在の事業場に 配属先 職種

雇入後の配属先
[, 造園工事 J T HS年 5月 15日ー 年 月 日〕 ［ 造菌師 ） 

• 
宜近のもの

［ 〕 l 年 月 a - 年 月 日〕 f J から詑載
すること。 （ 〕 ［ 年 月 日ー 年 月 日〕 I l 

• 
（ ） ［ 年 月 日～ 年 月 日〕 ［ ） 

所定労慟時間
所定労働時間、
所定休憩時間、 所定始業時刻： 8時 0分 (1 日） 8 時間

゜
分

゜所定休日等
所定終業時刻： 17時 0分 (1週間） 40 時間

゜
分

一
基翡：：：ヽて働記者七．］ 所定休憩時刻； 12時 0分～ 13時 0分 （休憩時間 1 時間 分）つ＼

ナロこと， 所定休日、 ①週休1日制 ぽ）週休2日制 ③カレンダー等により指定 ④その他
臼‘’

特記亨項

' ~ 

労働時間制度： I①通常の労働時間制度 ②変形労働時間制[l週間.1か月・ 1年］

③フレックスタイム制 ④事業場外労働に関するみなし労働時間制

⑤専門業務型裁羞労働制［適法・不適法］

⑥企画業務型裁量労働制［適法・不適法］

・▼・・ 特記事項

⑦高度プロフェッショナル制度 ⑧管理監督者 ⑨その他
』

三

勤務形態・ ぽ）日勤勤務 I②交替制（日勤・夜勤） ③隔日勤務 ④その他

特記事項

~ 

l①正規職員・従業員 ②契約社貝 ③派遣労働者雇用形態

④パート・アルバイト ⑤その他
,. ． 
特記事項

し

その他特記事項：

-
| 

，
 



当該労働者の
日常業務 l 民家の庭や公園の植木の剪定

[ ~？言口:載］

資料No.
一

゜

丙

者

』

一

雹

働

表

対

を

。

茎
勾
ぃ
悶
コ

当

置

ご

こ

士

る

ぽ

る

位

即

如

口

す

場

け

の

織

と

者

記

業

お

組

す

象

付

事
に

t

- 〇 事業主

lo 請求人

―

―
 

お

者

笥

表

対

を

。

に

働

図

り

査

師

と

人

外

労

関

よ

調

0
こ

友

以

該

相

に

に

は

る

．
 

~
[
5
g
丁
正

1

-

〇 請求人｀~ 〇 労保啓子
（妻）

（同居）

長男 次男

（同居） （同居）
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7 労働時間を認定した根拠

資料No.

（労働時間の認定資料）

□タイムカード 口出勤簿・業務日報等 口施錠記録・警備記録等

□本人の申告 □管理者による確認 口上司・同僚からの聴取

口その他 （ ） 

（労働時間の認定方法） I 

発病前の 6か月間は労働災害による休業期間であり、就労は認められない。

| 

| 
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